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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
七
十
八
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十

八
条
の
七
に
規
定
す
る
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
の
変
更
認
定
を
し
た
の
で
、

法
第
十
八
条
の
七
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
八
条
の
五
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
変
更
認
定
を
受
け
た
鳥
獣
捕
獲
等
事

業
者
（
以
下
「
変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
名
称

一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

二

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
住
所

墨
田
区
江
東
橋
三
丁
目
三
番
七
号

三

変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
の
代
表
者
の
氏
名

理
事
長

三
浦

愼
悟

四

そ
の
他

一
の
変
更
認
定
鳥
獣
捕
獲
等
事
業
者
は
、
法
第
十
八
条
の
五
第

一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
七
十
九
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
二

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
弁
護
士
国
民
健
康
保
険
組

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
の
で
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
七
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
事
項

組
合
の
地
区
に
係
る
事
項

二

変
更
内
容

組
合
の
地
区
に
大
阪
府
茨
木
市
を
加
え
る
。

三

規
約
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
号

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
二

十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
土
建
国
民
健
康
保
険
組
合
規

約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
認
可
し
た
の
で
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

変
更
事
項

組
合
の
地
区
に
係
る
事
項

二

変
更
内
容

組
合
の
地
区
に
静
岡
県
浜
松
市
を
加
え
る
。

三

規
約
の
変
更
の
認
可
の
年
月
日

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
一
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
五
条
第
一
項
（
中
国
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残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残

留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い

う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担

当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担
当
す
る
者
を
指
定
し
た
の
で
、
法
第
五

十
五
条
の
三
第
一
号
及
び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年

厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第

十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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（第17683号）東 京 都 公 報令和4年10月20日（木曜日）９
◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
の
二
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立

の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
。
以
下
「
中
国

残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機
関
及
び
施
術
を
担

当
す
る
者
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
、
廃
止
、
休
止
及
び
再
開
の
届

出
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
二
号
及
び
生
活
保
護
法

施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
第
十
四
条
の

二
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の

と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
十
一
条
第
一
項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特

定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十

号
。
以
下
「
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第

四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
り
、
指
定
し
た
医
療
扶
助
の
た
め
の
医
療
を
担
当
す
る
機

関
の
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
法
第
五
十
五
条
の
三
第
三
号
及

び
生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一

号
）
第
十
六
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
法
第
十
四
条
第
四
項
に
お

い
て
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
月
二
十
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

東
村
山
東
久
留
米

二

変
更
の
区
間

東
村
山
市
恩
多
町
三
丁
目
三
十
一
番
一
地
先
か

ら
同
所
同
番
三
十
六
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り
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令和4年10月20日（木曜日）東 京 都 公 報（第17683号） １８
◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
都
道
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
月
二
十
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

東
村
山
東
久
留
米

二

供
用
開
始
の
区
間

東
村
山
市
恩
多
町
三
丁
目
三
十
一
番
一
地

先
か
ら
同
所
同
番
三
十
六
地
先
ま
で

三

供
用
開
始
の
期
日

令
和
四
年
十
月
二
十
日

◉
東
京
都
告
示
第
千
三
百
八
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
区
域
を
指
定
す
る

こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
十
月
二
十
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

東
村
山
東
久
留
米

二

占
用
を
制
限
す
る
区
間

東
村
山
市
恩
多
町
三
丁
目
三
十
一
番
一
地
先
か
ら
同
所
同
番
三

十
六
地
先
ま
で

三

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ

り
前
に
設
置
さ
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除

く
。
）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、

当
該
道
路
の
敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

四

占
用
を
制
限
す
る
理
由

占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お

け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め

五

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
四
年
十
月
二
十
一
日

公

告

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
許
可
し
た
次
の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
は
、

完
了
し
た
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所
長

名

取

伸

明

開
発
区
域
又
は
工
区
に

含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

許
可
を
受
け
た
者
の

住
所
及
び
氏
名

羽
村
市
羽
中
四
丁
目
四
百
九
十
九

番
及
び
五
百
二
番
二

福
生
市
加
美
平
二
丁
目
十
四
番

一
号

株
式
会
社
山
一
建
設

代
表
取
締
役

山
野
井

優

東
京
都
ふ
ぐ
取
扱
者
資
格
受
入
講
習
の
実
施
に
つ
い
て

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
東

京
都
規
則
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の

五
第
二
号
に
規
定
す
る
東
京
都
ふ
ぐ
取
扱
者
資
格
受
入
講
習
を
次
の

と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

講
習
の
開
催
日
時
及
び
会
場
等

㈠

開
催
日
時

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
（
水
曜
日
）
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

㈡

会
場

都
議
会
議
事
堂
一
階

都
民
ホ
ー
ル
（
東
京
都
新
宿
区
西
新

宿
二
丁
目
八
番
一
号
）

㈢

定
員

七
十
人

二

対
象
者

東
京
都
ふ
ぐ
調
理
師
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
者
で
、
次
の
㈠

か
ら
㈢
ま
で
に
掲
げ
る
全
て
の
条
件
（
受
講
資
格
）
に
該
当
す
る

も
の

㈠

規
則
第
一
条
の
五
で
東
京
都
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験

と
同
等
以
上
の
も
の
と
し
て
規
定
す
る
次
の
ア
か
ら
カ
ま
で
に

掲
げ
る
試
験
の
い
ず
れ
か
に
合
格
し
、
当
該
県
知
事
の
ふ
ぐ
の

取
扱
い
に
係
る
免
許
を
受
け
て
い
る
者

ア

埼
玉
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験

イ

神
奈
川
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
包
丁
師
試
験
（
昭
和
六
十
二

年
四
月
以
後
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

ウ

滋
賀
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験

エ

岡
山
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
処
理
師
試
験

オ

徳
島
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
処
理
師
試
験
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カ

鹿
児
島
県
知
事
が
行
う
ふ
ぐ
調
理
師
試
験
（
昭
和
五
十
八

年
四
月
以
後
に
行
わ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

㈡

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
免
許
を
受
け
て
い
る
者

㈢

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都

条
例
第
五
十
一
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
六
条
に
規

定
す
る
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に
掲
げ
る
い
ず
れ
の
事
項
に
も
該

当
し
な
い
者

ア

視
力
が
不
十
分
で
眼
鏡
等
を
用
い
て
補
正
し
て
も
ふ
ぐ
の

処
理
が
で
き
な
い
者

イ

未
成
年
者

ウ

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
ふ
ぐ
の
処
理
を
適
正
に
行
う

に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に

行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

エ

条
例
第
九
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

東
京
都
ふ
ぐ
調
理
師
免
許
の
取
消
処
分
を
受
け
た
後
一
年
を

経
過
し
な
い
者

三

講
習
内
容

㈠

条
例
及
び
規
則
の
規
定

㈡

条
例
違
反
の
事
例
等
ふ
ぐ
調
理
師
と
し
て
必
要
な
事
項

四

申
込
方
法
等

㈠

申
込
方
法

受
講
希
望
者
は
、
所
定
の
申
込
書
に
次
の
ア
か
ら
エ
ま
で
に

掲
げ
る
書
類
等
を
添
え
て
㈡
の
申
込
先
ま
で
申
し
込
む
こ
と
。

ア

法
第
五
条
第
三
項
の
調
理
師
免
許
証
の
写
し

イ

二
㈠
ア
か
ら
カ
ま
で
に
掲
げ
る
試
験
の
い
ず
れ
か
に
合
格

し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
合
格
通
知
書
又
は
合
格
証
明

書
）
の
写
し

ウ

当
該
試
験
を
実
施
し
た
県
知
事
が
交
付
し
た
ふ
ぐ
の
取
扱

い
に
係
る
免
許
証
の
写
し

エ

返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
。
郵
便
番
号
、
住
所
及
び
氏
名

を
記
載
し
、
八
十
四
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）

㈡

申
込
先

郵
便
番
号
一
六
三－

八
〇
〇
一

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
試
験
・
免
許

担
当
（
ふ
ぐ
調
理
師
担
当
）

㈢

申
込
締
切
日

令
和
四
年
十
一
月
十
四
日
（
月
曜
日
）
（
当
日
消
印
有
効
）

㈣

受
講
票
の
送
付

申
込
締
切
後
、
受
講
資
格
を
確
認
の
上
、
各
受
講
者
に
受
講

票
を
送
付
す
る
。

五

問
合
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
健
康
安
全
課
試
験
・
免
許
担

当
電
話
〇
三
（
五
三
二
〇
）
四
三
五
八

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
新
設
の
届
出
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
新
設
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供

す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
四
年
十
月
二
十
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産
業
労

働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一

号
）
に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

（
仮
称
）
四
ツ
木
店
舗
新
築
工
事

二

店
舗
所
在
地

葛
飾
区
四
つ
木
五
丁
目
二
百
十
三
番
地

一

三

設
置
者
名

株
式
会
社
細
井
商
店

四

設
置
者
住
所

葛
飾
区
立
石
五
丁
目
十
八
番
六
号

五

小
売
業
を
行
う
者
の

氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
サ
ン
ベ
ル
ク
ス
ほ
か
未
定

六

新
設
を
す
る
日

令
和
五
年
五
月
三
十
一
日

七

店
舗
面
積
の
合
計

千
三
百
四
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル

八

駐
車
場
の
位
置
及
び

収
容
台
数

店
舗
一
階

四
十
台

九

駐
輪
場
の
位
置
及
び

収
容
台
数

店
舗
北
西
側
ほ
か

五
十
六
台

十

荷
さ
ば
き
施
設
の
位

置
及
び
面
積

店
舗
南
東
側
ほ
か

九
十
四
平
方
メ
ー

ト
ル

十
一

廃
棄
物
等
の
保
管

施
設
の
位
置
及
び

容
量

店
舗
一
階

九
・
四
五
立
方
メ
ー
ト
ル

十
二

小
売
業
を
行
う
者

の
開
店
時
刻

午
前
九
時

十
三

小
売
業
を
行
う
者

の
閉
店
時
刻

午
後
十
時
四
十
五
分

十
四

来
客
が
駐
車
場
を

利
用
す
る
こ
と
が

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
五
十

五
分
ま
で
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で
き
る
時
間
帯

十
五

駐
車
場
の
自
動
車

の
出
入
口
の
数
及

び
位
置

二
箇
所

店
舗
東
側
ほ
か

十
六

荷
さ
ば
き
施
設
に

お
い
て
荷
さ
ば
き

を
行
う
こ
と
が
で

き
る
時
間
帯

午
前
六
時
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
ほ
か

十
七

届
出
日

令
和
四
年
九
月
二
十
九
日

十
八

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
九

縦
覧
期
間

令
和
四
年
十
月
二
十
日
か
ら
令
和
五
年

二
月
二
十
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都

の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東

京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を

除
く
。

二
十

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
変
更
の
届
出
に

つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
大
規
模
小
売
店

舗
の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、

そ
の
届
出
及
び
添
付
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
者
は
、
意
見
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
に
「
㈠
氏
名
（
団
体

に
あ
っ
て
は
団
体
名
及
び
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
㈡
住
所
（
団
体
に

あ
っ
て
は
所
在
地
）
㈢
意
見
を
述
べ
る
理
由
」
を
記
載
し
た
書
面
を

添
え
て
、
令
和
四
年
十
月
二
十
日
か
ら
四
月
以
内
に
東
京
都
産
業
労

働
局
商
工
部
地
域
産
業
振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一

号
）
に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
四
年
十
月
二
十
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名

京
王
百
貨
店
新
宿
ビ
ル

二

店
舗
所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
一
番
四
号

三

設
置
者
名

京
王
電
鉄
株
式
会
社

四

設
置
者
住
所

新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
一
番
二
十
四
号

五

変
更
前
の
設
置
者
の

代
表
者
名

永
田

正

六

変
更
後
の
設
置
者
の

代
表
者
名

都
村

智
史

七

変
更
を
行
っ
た
小
売

業
者
の
氏
名
又
は
名

称

株
式
会
社
京
王
百
貨
店

八

変
更
前
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

伊
藤

嘉
彦

九

変
更
後
の
小
売
業
者

の
代
表
者
名

仲
岡

一
紀

十

変
更
日

令
和
四
年
六
月
二
十
九
日
ほ
か

十
一

届
出
日

令
和
四
年
十
月
三
日

十
二

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業

振
興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番

一
号
）

十
三

縦
覧
期
間

令
和
四
年
十
月
二
十
日
か
ら
令
和
五
年

二
月
二
十
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都

の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東

京
都
条
例
第
十
号
）
に
定
め
る
休
日
を

除
く
。

十
四

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
を
除
く
。
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